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群馬県「社会経済活動再開に向けたガイドライン（改訂版）」に基づく 
９月１２日（土）以降の要請について（依頼） 

平素、県行政の推進に御理解と御協力を賜り、深く感謝を申し上げます。 
さて、令和２年９月１０日に開催しました、第２０回群馬県新型コロナウイルス感染症 

対策本部会議において、警戒度２を継続するとともに、別添のとおり、群馬県「社会経済 
活動再開に向けたガイドライン（改訂版）」に基づく要請（９月１２日（土）以降）」を 
行うことを決定しました。 

つきましては、別紙のとおり同ガイドラインに基づく警戒度２における要請を実施しま 
すので、周知くださるようお願いいたします。 
 
１  前回（８月２９日（土）以降）要請からの変更点 

・県外への不要不急の移動自粛の対象となる都道府県の変更 
（前回）８／２９～ ４都府県… 東京都、神奈川県、大阪府及び沖縄県 

        ↓ 
（今回）９／１２～ ２都県… 東京都及び神奈川県 
・その他の要請内容は、前回から変更なし 

 
 
 
 

担当：環境政策課総務予算係 小野里 
T E L：027-226-2812       
F A X：027-223-0154       

e-mail：kanseisaku@pref.gunma.lg.jp 



個人

外出 県外移動 イベント

①３密となるリスクが高い場所
②高齢者・基礎疾患者

外出は十分注意

東京 神奈川

不要不急の外出は自粛

上限 5,000人

定員の50％以下

警戒度２ における要請

事業者
【参考】 学校

休業等 勤務形態

高齢者施設や
病院等での直接面会

十分注意
（オンライン面会等を推奨）

テレワーク ３割目標

時差出勤等 推奨

通常登校を継続

県外移動を自粛すべき地域
との対外試合等は自粛

※ 全国大会の代替大会は除く

R2.9.10 現在

赤字部分が、今回（９月１２日（土）以降）の変更点
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群馬県「社会経済活動再開に向けたガイドライン（改訂版）」に 

基づく要請について（９月１２日（土）以降） 

 

１ 要請を開始する日 

  令和２年 ９月１２日（土） 
 

２ 要請する区域 

群馬県内全域 

 

３ ガイドライン警戒度 

  警戒度「２」 
 

４ ガイドライン警戒度「２」における要請の概要 

【社会経済活動再開に向けたガイドライン（改訂版）「4段階の警戒度と行動基準」より】 

 

 



- 2 - 
 

５ 県民の皆様への要請 

 以下の事項について、ご協力をお願いします。 
 

（１）外出について 

 ・３つの密となるような感染リスクの高い店舗や場所の利用は、十分注意してく

ださい。 
 ・ホストクラブ、キャバクラなど接待を伴う飲食店を利用する際は、ホームペー

ジ、SNS や電話での事前確認をするほか、店頭での掲示や「ストップコロナ！

対策認定ステッカー」などで、店側の感染防止対策を確かめ、対策が不十分な

店舗の利用は控えてください。 
 ・高齢者や基礎疾患のある方などハイリスクの方は、十分な注意をお願いします。 
・外出の際は「（４）新しい生活様式の実践について」に掲げる事項を厳守して

ください。 
 
（２）県外への移動について 

 ・関東地方で、感染者数が人口 10 万人あたり 5 人以上の都県への不要不急の移動

は、自粛をお願いします。 
  （9/12～：東京都、神奈川県） 

 

（３）イベント等の開催、参加について 

・【イベントの開催制限】 
【屋内】 5,000 人以下、かつ収容定員の半分以下の人数にすること。 
【屋外】 5,000 人以下、かつ人と人との間隔を十分確保すること（できるだけ

2 メートル）。 
・イベントの開催にあたっては別表に掲げる適切な感染防止対策の徹底をお願い

します。 
・全国的な移動を伴うイベント又はイベント参加者が 1,000 人を超えるようなイ

ベントの開催を予定する場合には、そのイベントの感染防止策等について県に

事前相談してください。 
 

（４）「新しい生活様式」等の実践について 

・「人と人との距離の確保」「マスクの着用」「手洗いによる手指衛生」をはじ

めとした基本的な感染対策については、引き続き継続した取り組みをお願いし

ます。 
・政府専門家会議で示された「人との接触を８割減らす、１０のポイント」「新

しい生活様式の実践例」を参考に、３つの「密」状態を回避するとともに、日
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々の生活を見直し、新たな感染防止策を実践してください。 
（５）その他 

・飲食店などにおいて大声で話したり、カラオケ、イベント、スポーツ観戦など

で大声を出したりすることは控えてください。 
・大人数での会食や飲み会は避けてください。 
・会食などで飲食店などを利用する場合は、座席間隔の確保や換気などの３密予

防、従業員や利用者の手指消毒といった感染防止策に積極的に取り組んでいる

店舗を利用してください。 
・接触確認アプリ（COCOA）のインストールやLINE「新型コロナ対策パーソナ

ルサポート」を積極的に活用してください。 

 

 

６ 事業者の皆様への要請 

 以下の事項について、ご協力をお願いします。 
 
（１） 感染防止対策の徹底について 

 ・すべての事業者において、別表で掲げる感染防止対策例や、業界団体等で作成

した感染拡大予防ガイドライン等を踏まえながら、適切な感染防止対策の徹底

をお願いします。 

・県独自の「ストップコロナ！対策認定制度」への申請・登録を積極的に進めて

ください。 

・業界団体等においては、業種や施設の種別ごとのガイドラインを作成し、所属

事業者や関係事業者へガイドラインに沿った感染防止対策の徹底を促すよう

お願いします。 

※１政府が公表している「業種別ガイドライン」や、本県が示す「各業界・施設毎の感染症

対策ガイドライン作成例」を参考としてください。 

※２業界団体からガイドラインが示されていない業種の事業者や、業界団体等が存在しない

業種の事業者についても、上記のガイドラインを参考として、適切な感染防止対策の徹底

をお願いします。 

 

・高齢者施設や病院等での直接面会は、十分に注意をお願いします。また、従事

者への適切な感染防止対策の徹底をお願いします。 
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（２）接待を伴う飲食店における感染防止対策の徹底について 

・ホストクラブ、キャバクラなど接待を伴う飲食店においては、「社交飲食業

における新型コロナウイルス感染症拡大予防ガイドライン」を遵守し、当該

店舗における感染防止対策をホームページや SNS、店頭での掲示などにより

利用者に明示してください。 
※「社交飲食業における新型コロナウイルス感染症拡大予防ガイドライン」については、全

国社交飲食業生活衛生同業組合のＨＰを参照してください。 

・「ストップコロナ！対策認定制度」への申請・登録を行ってください。 

 

（３）勤務形態等について 

 ・「新しい生活様式の実践例」を参考に、テレワークやローテーション勤務、時

差通勤、オンライン会議の開催など、人との接触を減らすための取組を実践し

てください。 
（４）その他 

 ・従業員などが体調不良を訴えた場合には、休暇の取得を促し、併せて、速やか

な医療機関への受診を促してください。 
・従業員に対し、会食などで飲食店などを利用する場合は、感染防止ガイドライ

ンなどに基づいて感染防止策を講じているなどの店舗を利用するよう促して

ください。 
・接触確認アプリ（COCOA）のインストールやLINE「新型コロナ対策パーソナ

ルサポート」を、従業員やお客様に対して積極的に活用するよう促してくださ

い。 
・感染の恐れのある者を特定できない場合には、まん延を防止する観点から、施

設名を自ら公表して利用者に検査や受診を呼びかけること等に協力してくだ

さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 

【別表：適切な感染防止対策例】 

※以下に掲げる対策例以外にも、それぞれの施設の状況や営業の形態等に応じ、 

適切な感染防止のための対策を実践してください。 

 



 
 

 


